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漢

詩

文

と

定

家

の

和

歌

和
歌
と
漢
詩
文
と
の
交
渉
は
、
野
中
川
原
史
満
の
哀
悼
歌
⌒酵
雛
紀
）以
来
、
和

歌
史
を
通
じ
て
綿
，
と
続
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
古
代
回
帰
の
思
い
に
よ

っ
て
歌
風
の
一
端
が
規
定
さ
れ
て
い
る
新
古
今
時
代
の
漢
詩
文
摂
取
の
方
法
に

は
、
古
今
風
の
知
巧
的
表
面
的
な
受
容
態
度
と
自
か
ら
異
な
る
点
の
存
す
る
こ

と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
が
定
家
の
作
品
で
は
如
何
な
る
様
相
を
呈

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

無
名
抄
に
い
う

「
立
居
起
き
臥
し
に
風
情
を
め
ぐ
ら
さ
ず
と
い
ふ
事
な
し
」

（獅
徹
報
）は
、
俊
恵

一
個
の
頼
政
評
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
同
時
に
平
安
末
期

歌
壇
の
行
詰

っ
た
状
態
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
俊
成
前
後
か
ら

歌
合
の
判
詞
中
に

「
わ
り
な
き
風
情
」

「
つ
ね
に
め
な
れ
た
心
」
等
を
排
し

「

こ
と
ば
」
「
心
」
「
風
情
」
の

「
た
く
み
さ
」
「
め
づ
ら
し
さ
」
「新
し
さ
」
を
庶

幾
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
る
の
は
、
そ
う
い
う
行
詰
り
を
打
開
し
よ
う
と
す
る

努
力
の
一
つ
の
現
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
。
か
く
て

「源
氏
み
さ
る
歌
読
は
遺
恨

の
事
」
霰
覇
翻
・歌
齢
野。
ご

「古
歌
を
本
と
す
れ
と
三
句
お
な
し
所
に
を
か
は
あ
た

ら
し
き
歌
の
こ
こ
ろ
い
く
は
く
な
ら
す
と
か
や
そ
の
か
み
老
父
申
旨
侍
き
」

輸
罰
撤
合
）
に
明
ら
か
な
如
く
、
俊
成
父
子
は
物
語
や
古
歌
の
世
界
に
歌
境
の
拡

充
を
求
め
て
腐
心
し
た
の
で
あ
る
が
、俊
成
の
「
白
氏
文
集
古
万
葉
集
な
ど
は
い

さ
さ
か
取
り
過
ぐ
せ
る
に
咎
な
き
に
や
あ
ら
む
ま
こ
と
に
よ
く
な
り
に
け
る
も

長

谷

治

の
は
か
れ
を
学
べ
る
と
見
ゆ
る
に
情
添
ふ
わ
ざ
な
れ
ば
な
る
べ
し
」

（劾
宮
跡
韻

五．
翻
）は
和
歌
へ
の
漢
詩
文
摂
取
が
余
情
を
醸
し
出
す

一
手
段
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
た
点
で
注
目
に
値
す
る
発
言
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。俊
頼
髄
脳
・奥

義
抄
等
の
歌
論
書
は
歌
の
解
釈
に
際
し
て
中
国
の
故
事
伝
説
や
詩
文
を
引
用
す

る
に
止
ま
っ
て
い
る
し
、現
存
す
る
歌
合
の
判
詞
を
見
て
も
、
文
集
の
詩
に
言
及

（
註
１
）

し
た
比
較
的
初
期
の
も
の
象

一成
一五
つ
し

は
単
な
る
語
句
の
穿
墾
に
陥

っ
て
お
り

問
題
に
な
ら
な
い
。
基
俊
に
な
る
と
詩
歌
を
対
比
し
て
そ
の
本
質
論
に
及
ぶ
傾

向
が
ほ
の
見
え
敲
械
ほ
一の
九一
伍
仁
私
軒
筆
、
）、
自
詩
を
歌
題
に
し
た
大
弐
高
遠
の
歌

を
「
い
と
哀
」
と
評
し
た
例
霰
醸
獣
一の
大一
Ｊ
も
あ
る
が
、
判
詞
の
多
く
は
証
歌
証
文

の
観
点
か
ら
漢
詩
文
と
の
関
係
に
論
及
し
て
お
り
秩
鍼
一六
加
七一
想
種
Ю
■
に
初
ゲ
銅

Ю
Ю
七
〉
街
学
的
な
実
証
主
義
の
域
を
出
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。ま
た
俊
頼
⌒は
一成
駄

凱
ぜ
行
尊
霰
賊
欧
ｐ
ｒ
し
実
行
徴
載
走
セ
一ギ
）
等
の
加
判
態
度
か
ら
も
本
説
に
関

す
る
具
体
的
な
見
解
を
抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
、清
輔
の
場
合
に

は
本
文
の
あ
る
歌
を
「
を
か
し
」
と
判
じ
徴
載
北
型
き
、原
詩
の
余
韻
を
認
め
て
勝

と
定
め
た
判
例
鍛
載
此
卍
一

）
に
出
会
す
け
れ
ど
も
、
「凡
そ
は
本
文
を
詠
歌
事

は
古
人
誠
之
昔
歌
に
は
い
と
も
み
え
す
就
中
に
歌
合
に
は
よ
し
な
き
事
な
り
」

む
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（欧
絨
比
ψ
≒
一）

の
否
定
的
口
吻
が
物
語
る
如
く
、
漢
詩
文
摂
取
に
対
す
る
彼
の

態
度
は
や
は
り
消
極
的
で
あ

っ
た
と
言
わ
ざ
る
錐
黎
な
い
。
所
詮
、
正
治
和
字

奏
状
で

「教
長
清
輔
と
も
に
う
た
て
し
き
事
候
也
」
と
難
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
を
承

け
て
後
に
定
家
も

「
可
謂
道
之
恥
」
（
「自蜂
絲
」
）
と
記
し
た
よ
う
に
、
六
条
家
の

歌
人
に
は
源
氏
物
語
、
自
氏
文
集
、
延
い
て
は
漢
詩
文
全
般
に
関
す
る
文
学
的

理
解
の
欠
如
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
見
て
く
る

な
ら
ば
漢
詩
文
受
容
に
臨
ん
で
示
し
た
俊
成
の
積
極
性
は
歌
論
史
に
於
て
か
な

り
意
義
深
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
俊
成
の
判
詞
に
徴
し
て
和
歌
と
漢
詩
文
と
の
関
係
を
瞥
見
す
る
と
、

大
体
④
本
説
の
指
摘
に
終
始
し
基
俊
譲
り
の
街
学
趣
味

。
考
証
癖
を
思
わ
せ
る

も
の
⌒獄動社帥」Ю枇糧杜
一製
一称
ｊ
、◎
詩
に
類
似
の
表
現
を
求
め
て
歌
語
。素

材
の
適
否
を
断
定
し
た
例
霜
萌翻親飴
誦
静
瑶
ゴ
勤
肇
、）、
⑥
中
国
の
故
事
。伝

説
が
連
想
さ
れ
て
興
趣
深
い
と
し
た
も
の
（棘菱続鍾
。家翻駈眩枷漱始
田．権紺格、・潔螂

瓢饗せ
、
Ｏ
表
現
。趣
向
。構
想
等
の
点
で
供
給
源
と
な
った
詩
文
に
も
触
れ
、

そ
の
巧
み
な
漢
詩
文
受
容
態
度
を
称
揚
し
た
も
の
⌒計極縮絡報齢九．獅比行妹麟貯捌

鶴規給等．九）、
③
歌
の
背
後
に
あ
る
漢
詩
文
の
余
韻
を
明
ら
か
に
念
頭
に
お
き
つ

ゝ
判
を
加
え
た
例
⌒鶴麹勘稼観船歌．缶
・月肝
疋秦ギ
）の
五
段
階
に
分
た
れ
る
。
そ
の

核
心
は
勿
論
Ｏ
③
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
⑥
Ｏ
③
に
該
当
す
る
判
詞
か
ら
次

の
事
柄
が
帰
納
さ
れ
る
。
ま
ず

「詩
（或

ハ
故
事
Ｘ
の
心
）思
ひ
や
ら
れ
て

（或

ハ
思
ひ
出
ら
れ
て
、
お
ぼ
え
て
）
お
か
し
（或

ハ
優
な
り
、
宜
し
、
い
み
じ
く
み

ゆ
、
幽
玄
に
み
ゆ
ど
と
い
っ
た
評
語
が
日
立
つ
。
換
言
す
れ
ば
、
新
古
今
時
代

の
本
歌
取
と
同
様
に
、
歌
の
背
後
に
詩
文
の
風
情
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
表
現
効
果
の
複
雑
化
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
次
に
は

０
右

（＝
唐
さ
き
や
し
か
の
浦
わ
に
月
す
め
は
は
る
か
に
う
た
ふ
沖
の
釣
舟

観
宗
）
は
こ
と
な
く
い
ひ
く
た
し
た
る
さ
ま
な
か
ら
新
羅
の
御
ま
へ
よ
り

眺
望
し
く
た
し
た
ら
む
さ
こ
そ
は
侍
ら
め
と
見
ス
串
λ
′
左
リ
フ
今
年
綽

歌

一
曲
釣
魚
翁
と
い
へ
る
詩
の
心
と
お
ほ
え
て
心
ほ
そ
く
き
こ
ゆ

（狂跡特漸筆乱秋蛤下．剛趾明
五）

に
適
例
を
見
る
如
く
、
当
該
歌

。
所
引
の
詩
と
も
に
何
ら
か
の
意
味
で
自
然
現

象
も
し
く
は
風
土
的
景
観
に
裏
打
ち
さ
れ
た
視
覚
的
映
像
を
伴
な
っ
て
い
る
。

更
に
気
分
醸
成
に
参
与
し
た
詩
文
並
び
に
詠
出
さ
れ
た
歌
の
情
趣
内
容
は
哀
寂

の
響
き
を
含
み
も
つ
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
俊
成
の
所
説
は
ほ
ゞ
以
上

の
よ
う
に
要
約
さ
れ
よ
う
。

し
か
ら
ば
定
家
は
ど
う
か
。
俊
成
の
場
合
の
④
◎
⑥
に
相
当
す
る
加
判
傾
向

は
、
定
家
の
み
な
ら
ず
同
時
代
の
他
の
歌
人
に
も
展
々
現
わ
れ
る
の
で
、
こ
ゝ

で
は
例
示
し
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
や
は
り
前
述
Ｏ
③
（特
に
③
）
に
対
応
す

る
判
詞
で
あ
る
。

②
右

（＝
人
は
こ
す
排
は
ぬ
軒
の
き
り
の
は
に
音
な
ふ
雨
の
音
そ
淋
し
き

通
具
）
雨
滴
梧
桐
山
舘
秋
と
い
へ
る
景
気
か
よ
ひ
は
へ
る
に
や
此
雨
の

を
と
は
い
と
ヽ
よ
ろ
し
く
聞
え
侍
れ
は
殊
為
勝
（納権
・秋廿
極縮）

江
海
漂
遊
の
愁
に
堪
え
か
ね
て
岬

っ
た
酒
も
醒
め
た
、
折
し
も
深
夜
の
雨
が
山

館
の
梧
桐
に
滴
り
落
ち
て
念
々
旅
愁
を
添
え
る
―
そ
う
い
っ
た
原
詩

（粕
紙
紋
諜

昴
獅
権
瑯
塵
鮒
鵡
露
新
胸
）
の
面
影
が
連
想
さ
れ
て
通
具
の
歌
を
一層
味
わ
い

深
く
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
歌
合
の
十
六
番
に
も

０
右
歌

（＝
風
す
さ
ふ
桐
の
落
葉
に
跡
た
え
て
窓
ふ
か
き
よ
の
秋
の
村
雨

雅
経
）
空
階
雨
滴
落
葉
窓
深
な
と
い
へ
る
古
き
こ
ゝ
ろ
何
と
な
く
お
も

ひ
い
て
ら
れ
て
ゆ
へ
あ
る
さ
ま
に
侍
れ
と
左
（中
略
）も
叉
お
も
か
け
あ

り
て
え
ん
に
聞
え
は
へ
れ
は
お
な
し
程
の
事
に
や
侍
ら
ん

と
あ
る
。
所
謂
景
気
の
歌
を
高
く
評
価
す
る
風
潮
は
俊
成
⌒
。右
漱
一臣稼
・歌
胎
）
や
定



家
と
同
席
し
た
人
々
（領
怪
服
一合
日．
に
針
一
緊
″
肛
聯
し

に
於
て
も
見
え
る
が
、
田
の

観
宗
の
歌
と
保
胤
の
朗
詠
詩
句
、
②
の
自
詩
と
通
具
歌
、
０
の
朗
詠
の
愁
賦
と

雅
経
の
歌
を
各
々
虚
心
に
読
み
味
わ
っ
て
行

っ
た
時
、
俊
成
と
同
じ
く
定
家
も

ま
た
漢
詩
文
の
叙
景
的
要
素
を
効
果
的
に
匂
わ
せ
た
作
品
に
深
い
感
動
を
覚
え
、

そ
こ
に
漢
詩
文
受
容
の
意
義
を
第

一
に
認
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
俊
成
の
判
詞
か
ら
帰
納
し
た
前
記
三
つ
の
事
柄
は
そ
の

ま
ゝ
定
家
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。　
一
方
、
歌
論
書
で
は
父
の
如

く

「情
添
ふ
わ
ざ
」
と
明
言
こ
そ
し
な
い
が
、

「時
節
之
景
気
世
間
之
盛
衰
為

知
物
由
白
氏
文
集
第

一
第
二
峡
常
可
握
翫
深
通
和
可
之
心
」
（赫
撤
じ
４
Ｈ
ｒ
、

「古
詩
の
心
詞
を
と
り
て
よ
」
め
ば

「
一
ふ
し
あ
る
」
歌
が
詠
め
露
Ｊ
、
ま
た

詩
は
心
を
す
ま
す
物
で
あ
る
簾
期
妙
一し
と
い
う
。
定
家
の
所
謂

「歌
の
本
意
」

と
は

「
心
は
我
心
よ
り
思
よ
れ
る
」
新
し
き
も
の
、
詞
は

「古
き
歌
に
な
ら
ふ
」

た
も
の
霧
伍
茄
轟
猛
請
肝
想
師
四
十
番
、
）ヽ

し
か
も
新
し
い
風
情
を
求
め
て
歌
境
に

沈
潜
し
て
得
た
晴
の
歌
に
他
な
ら
ず
、
ま
た
詩
に
つ
い
て

「優
に
聞
え
て
心
澄

む
業
」
と
語

っ
た
成
通
の
言
葉
も
既
に
伝
え
ら
れ
る
爾
淋
姑
球
。全膳
林
弓
鏡
↓
以

上
、
右
の
毎
月
抄

・
先
達
物
語
の
所
説
は
、
主
に
詠
歌
態
度
に
関
る
記
述
で
は

あ
る
が
、
定
家
の
言
と
し
て
か
な
り
信
憑
性
を
有
す
る
も
の
と
み
て
差
支
え
あ

る
ま
い
。
従

っ
て
定
家
は
、
俊
成
の
漢
詩
文
受
容
態
度
を
踏
襲
し
つ
ヽ
も
右
の

三
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
父
の
見
解
を
柳
か
発
展
さ
せ
て
い
る

と
思
う
の
で
あ
る
。

次
の
課
題
は
、
定
家
の
作
品
中
に
如
何
な
る
漢
詩
文
が
、
如
何
様
に
摂
取
さ

れ
、
そ
の
結
果
如
何
な
る
新
し
い
も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
が
既

述
の
漢
詩
文
受
容
態
度
と
対
照
さ
れ
た
時
に
如
何
な
る
意
味
を
帯
び
て
く
る
の

か
等
々
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
漢
詩
文
と
関
連
の
あ
る
定
家
の
和
歌

は
（
Ｉ
）歌
題
に
楊
貴
妃

・
李
夫
人

・
王
昭
君

。
上
陽
人

・
陵
園
妾
と
明
記
さ
れ

た
も
の
、
及
び
句
題
和
歌
的
発
想
に
基
づ
く
作
品
、
（
Ⅱ
）漢
詩
文
と
の
関
係
が

認
め
ら
れ
る
歌
群
、
（
Ⅲ
）歌
中
に
明
白
な
詩
文
摂
取
の
跡
は
な
い
が
参
考
と
し

て
或
る
漢
詩
文
の
想
定
さ
れ
る
類
に
大
別
で
き
る
。
そ
の
詳
細
は
左
の
如
く
な

る

（本
稿
で
は
（
Ⅱ
）を
中
心
に
調
査
し
た
結
果
を
略
述
し
、
（
Ｉ
Ｘ
Ⅲ
）
に
関
し

て
は
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
程
度
に
留
め
た
い
）。

（
Ｉ
）

一
九
六
。　
一
九
七
。　
一
九
八
。　
一
九
九
。
二
〇
〇
。
二
六
〇

一
。
文
集
百
首

（
三

一
九
八
―
三
二
九
七
）。

（
Ⅱ
）

〔拾
遺
愚
草
上
（百
首
調
と
四
二
＝
倭
二
四
二
。
白
七
二
四
。

一
五
九
＝
述
異
記

を
上
な
ど

（姫
謳
柩
鰤
）。
二
一
五
＝
淮
南
子

・
覧
冥
訓
（ね
腸
）。
コ
コ
川
＝
白
五
九

一《
臨
却
道
士
鴻
都
客
　
能
以
精
誠
致
魂
塊
）。
三
六
三
＝
詩
経

。
小
雅
の
汚
水

（鶴
鳴
子
九
皐
声
聞
手
天
）。
三
九

一
＝
倭
六
〇
四
①
②
。
三
九
四
＝
倭
五
六
六

①
。
三
九
六
＝
新
六
四
七
①
②
。
四
〇
八
＝
倭

一
一
①
②
。
四

一
一
＝
倭
二
三

三

。
白

一
三

一
。
四

一
二
＝
新

一
七
三
②
、
或
は

「胡
塞
噺
花
遥
去
馬
」
象
奪

合．
・相
欅
粒
結
歌
）等
に
よ
る
か
。
四

一‐
コ
＝
韓
非
子

・
説
林
上
機
編
『
道
）ｏ
四
三
七

＝
倭
二
一
四
①
。
四
五
三
＝
倭
二
六
七
。
回
川
ョ
＝
倭
四
三
二
③
④
。
口
川
劃

＝
倭
四
六
三
④

。
白

一
四

一
。
五

一
八
＝
倭
五
二
・
白
六
三

一
。
五
五
〇
＝
倭

三
七
四
③
④
。
六
二
三
＝
白
九
七
五
（石
階
桂
柱
竹
編
培
）。
六
六
八
＝
倭
四

一

六
③
④
。
月
矧
劃
＝
文
選
・
高
唐
賦
序

（楚
襄
王
与
宋
玉
遊
於
雲
夢
之
台
―
中

略
―
其
上
独
有
雲
気
―
中
略
―
王
間
玉
曰
此
何
気
也
玉
対
日
―
中
略
―
先
王
嘗

沸
高
唐
怠
而
昼
寝
夢
見

一
婦
人
）。ｄ
ョ

一‐
＝
倭
ｉ
二
四
③
④
。
日
口

一‐
＝
倭
四

二
五
①
。
七
六
五
＝
倭
五
六
六
①
。
ｄ
刈
利
＝
倭
一
一
三
①
③
④
。
日
渕
バ
＝

白
一
六
九
（仮
色
迷
人
猶
如
是
）。
七
七
五
＝
倭
一
九
二
③
④
。
自
一
四
五
。
七



八
〇
＝
自
七
八
七
（今

ヽ
日
開
看
生
薮
魚
）。
八
〇
三
＝
礼
記
。
月
令
の
孟
春

（東

風
解
凍
）
と
倭
四
②

。
白
二
八
七
四
。
八
〇
九
＝
倭

一
九
②
。
八
一
〇
＝
新
四

七
。
八
一
六
＝
白

一
三
七
（春
池
岸
古
春
流
新
　
影
浸
南
山
青
滉
潜
）。
八
一
八

＝
白
六
〇
八
（傾
心
向
日
葵
）。
八
二
二
＝
倭

一
九
九
②
③
④

。
自
三
二
一
一
。

八
四
七
＝
倭
四
二
五
。
川
四
測
＝
倭
五
五
四
①

・
白
九
七
八

（小
閣
重
委
不
伯

寒
　
瑾退
愛
寺
鐘
敬
枕
聴
）
。八
八
七
＝
史
記

。
晋
世
家
第
九

（重
耳
謂
其
妻
日
待

我
二
十
五
年
不
来
乃
嫁
其
妻
笑
日
黎
二
十
五
年
吾
家
上
柏
大
癸
）。八
九
六
＝
新

九
三
五
②
。
九
一
六
＝
倭

一
九
。
九
一
九
＝
倭
五
二
。
自
六
三
一
。
九
九
〇
＝

六
二
三
に
同
じ
。
九
九
三
＝
三
六
三
に
同
じ
。
九
九
五
＝
蒙
求
の
蒼
額
制
字
な

ど
。　
一‐
０

一‐
ョ
＝
倭

一
一
五
。
自
三
二
四
四
。　
一‐

一‐
ョ
日
＝
倭
三
四
五
・
白

一

二
八
七
。　
一‐

一‐
ョ
川
＝
倭
五
五
四
①
・
白
九
七
八
。　
一‐
一‐
口
利
＝
倭
三
二
一
①

ｏ
白
七
一
五
。　
〓
一〇
六
＝
倭

一
九
②
。　
〓
一〇
八
＝
蒙
求
の
孟
嘗
還
珠
な
ど
。

一
二
四
三
＝
自
駒
過
隙
（荘
子
の
知
北
遊
篇
な
ど
）。　
一‐
二‐
ロ
コ
＝
倭
四
二
六
②
。

一
二
八
六
＝
倭
六
五
八
。　
一‐
ョ
六
ョ
＝
白

一
五
六

（可
怜
身
上
衣
正
単
　
心
憂

炭
賤
願
天
寒

夜
来
城
外

一
尺
雪

暁
駕
炭
車
帳
氷
轍
）。
一
四
三
三
＝
倭
五
五
五

・
自

一
〇
七
九
。

一
四
三
七
＝
倭
五
五
九
①
②
。

一
四
杢
二
＝
倭
ユハ
八
〇
③
④
。

〔拾
遺
愚
草
中
〕
一
五
一
〇
＝
倭
二
七
・
白
六
三
三
。　
一
五
四
二
＝
新
七
二
一
②
、

或
は
倭
四
四
五
②

。
自
九
四
一
か
。　
一‐
劃
ロ
ョ
＝
白

一
三
一
（唯
向
深
官
望
明

月
　
東
西
四
五
百
廻
円
）。
一‐
コ
ｄ
Ｊ
＝
三
六
三
に
同
じ
。　
一‐
コ
利

一‐
＝
倭
七
四

三
・
白

一
一
〇
七
。　
一
五
八
二
＝

一
二
四
三
に
同
じ
。　
一
五
八
三
＝
倭
四
七
一

。
白
壬

三

七
。

一
五
九
一
＝
倭
三
一
七
。

〓
ハ
二
四
＝
詩
経
。
国
風
の
巻
耳

（防
彼
高
岡
　
我
馬
玄
黄
）。　
三
全
〓
（
＝
白

一
一
〇
七
（酔
悲
溜
涙
春
杯
裏
）。

一
六
三
二
＝
新
五
七
①
。
自
七
六
五
。　
一‐
利
コ
利
＝
倭
三
〇
七
。　
一‐
利
Ｊ
引
＝

倭
六
二
六
③
④
。　
一
七
〇
五
＝
新
四
四
八
。　
一
七
三
二
＝
倭
四
三
二
③
④
。　
一

七
五
四
＝
倭

一
五
一
①

・
白

一
二
八
〇
。　
一
七
九
四
＝
倭
七
七
五
①
。
「
劇
０

二
＝
白
五
九
六
（在
天
願
作
比
翼
鳥
）。　
一
九

一
三
＝
倭

一
一
①
②
。　
一
九
二
一

＝
風
草
の
喩
筵
嘘
わ
鯛
鱗
嫌
狩
Ｊ
、論
語
。顔
淵
第
十
二

（君
子
之
徳
風
也
小
人
之

徳
草
也
草
尚
之
風
必
僅
）
な
ど
。　
一‐
刑
コ
刻
＝
三
六
三
に
同
じ
。　
一‐
刑
利
ョ
＝

倭
六
八
〇
③
④
。　
一
九
七
二
＝
史
記
・
孟
嘗
君
伝
、
倭
四
一
六
③
④
。
二
〇
一

二
＝
倭
二
六
四
①
②
。
〔拾
遺
愚
草
下
（部
類
腎
〕
二
〇
二
六
＝
八
〇
三
に
同
じ
。

コ
０
劃
利
＝
文
選
。
高
唐
賦
序
（
旦
為
朝
雲
暮
為
行
雨
朝
朝
暮
暮
陽
台
下
）。
コ

０
月
刑
＝
倭
二
七
。
白
六
三
三
。
二
〇
八
〇
＝
倭
五
四
七
①
。
二‐

一‐
口
二‐
＝
自

八
六
三
（望
秦
嶺
上
回
頭
立
　
無
限
秋
風
吹
白
髪
）。
三
二
二
八
＝
倭

一
九
二
③

④

。
自

一
四
五
。
二
一≡
一六
＝

一
九
二
一
に
同
じ
。
三
二
四
七
＝
山
海
経
の

「

叉
東
南
三
百
里
日
豊
山
有
九
鐘
焉
是
知
霜
鳴
」
な
ど
。
三
二
六
〇
＝
三
六
三
に

同
じ
。
一≡
一九
二
＝
黄
河
千
年

一
清
（拾
遺
記
）な
ど
。
二
四
〇
四
＝

一
九
二
一

に
同
じ
。
コ
州

一‐
日
＝
新
八
三
五
。
コ
利
口
ｑ
＝
倭
四
七
一
・
白
三
二
一
七
。

二
六
五
九
＝
倭
四
六
三
④

。
白

一
四
一
。
二
七
一
九
＝
倭
四
三
二
①
②
と
倭

一

五
一
①

・
白
一
二
八
〇
。　
二
七
七
三
＝
李
嬌
百
詠
（松
風
入
夜
琴
）。

〔拾
遺
愚

草
員
外
〓

一七
九
三
＝

王
釜
三

に
同
じ
。
一
天

二
四
＝
倭

一
八
六
。
二
九
一

六
＝
新
八
四
七
①
。
二
九
一
九
＝
白
一
三
一
（宮
鴬
百
囀
愁
厭
聞
　
梁
燕
双
栖

老
休
妬
）。
二
九
二
一
＝
倭
五
五
。
二
九
四
九
＝
倭
二
七
一
①
。
二
九
八
二
＝
倭

四
五
四
①
②
。
二
九
八
九
＝
倭
三
六
四
。
三
〇
〇
二
＝
倭
三
〇
二
②
。
自
二
四

四
三
。
三
〇
二
五
＝
倭
三
五
二
・
白

一
三
八
六

（十
月
江
南
天
気
好
　
可
憐
冬

景
似
春
華
　
霜
軽
未
殺
妻
妻
草
）。三
〇
三
四
＝

一
九
〇
二
に
同
じ
。
三
〇
四
三

＝
新
五
八
①
②
。
三
〇
五
八
＝
倭
六
一
①
。
三
〇
七
一
＝
四
八
五
に
同
じ
。
三

一
二
一
＝

一
四
三
三
に
同
じ
。
三
一
五
九
＝
倭
五
五
四
①
・
白
九
七
八
。
三
一

六
七
＝
倭
三
〇
三
、
或
は
倭
三
〇
千

白
二
四
四
三
。
三
〓
父

＝
倭
壬

≡

。白
七
九
〇
。
三
一
七
三
＝
三
二
四
七
に
同
じ
。〓
三
七
五
＝
白
三
二
五
〇

（東

岸
柳
先
青
）。ョ

一‐
刑

一‐
＝
史
記
・
五
帝
本
紀
（舜
歴
山
に
耕
す
ノ
故
事
）。
三
三



一
二
＝
倭
三
〇
七
①
②
。
三
三
五
八
＝
倭
四
二
五
②
。
三
三
六

一
＝
倭
四
二
五

①
。
三
二
九
七
＝
倭
三
六
四
。
三
四
三
二
＝
倭

一
八
七
①
。
三
四
四
九
＝
倭
二

二

一
。
自
七

一
五
。
三
四
六
〇
＝
倭
六
八
〇
③
④
な
ど
。
三
五
四
四
＝
倭
四
三

二
③
④
、
倭

一
五

一
①

・
白

一
二
八
〇
。
三
六
〇
二
＝
倭
四
三
二
③
④
。

〔拾

遺
愚
草
員
外
之
外
〕
三
六
九
三
＝
倭
五
九
八
①
。
三
七
三
二
＝
礼
記

・
月
令

（

腐
草
為
螢
）、
論
語

。
子
牢
第
九

（仰
之
弥
高
鑽
之
弥
堅
）。
三
七
三
四
＝
倭
四

二
五
②
。
三
七
五

一
＝
倭
二
一
四
①
。
三
八
〇
〇
＝
倭
三
七
四
②
。
三
八
二
〇

＝
倭
二
三

一
①
。
三
八
三

一
＝
倭

一
一
六
①
②
。
三
九

一
二
＝
倭
四
三
二
③
④
。

三
九

一
九
＝
倭

一
一
三
④
。
三
九
四
七
＝
白
波
（後
漢
書

・
霊
帝
紀
）。
四
〇
五

九
＝
倭

一
五

一
①

・
白

一
二
人
○
。
四
〇
七
九
＝
倭
三
七
四
。
四
〇
九
九
＝
倭

三
〇
七
①
②
と
倭
五
五
五
②

。
自

一
〇
七
九
。
四

一
二
八
＝
二
七
七
三
に
同
じ
。

四

一
四
〇
＝
三
従
の
道
（儀
礼

・
喪
服
）。
四

一
五
五
＝
揆
、扇
で
月
を
招
く
（出

典
不
明
）。
四

一
五
九
＝

一
五
九
に
同
じ
。

（
Ⅲ
）

三
〇
＝
倭

一
六
四
②
。
三
六
＝
倭
七
四
五
③
④
、
或
は
自

一
六

一
の
悌
か
。
八

九
＝
白
二
七

一
七
（幻
世
春
来
夢
　
浮
生
水
上
謳
）。
九

一
＝
倭
四
〇
四
②
。
四

一
八
＝
倭
五
二
。
自
六
三

一
。
四
八
七
＝
八
九
に
同
じ
。
五
八
三
＝
倭
二
二
六
。

五
九

一
＝
倭
六
四
四
①
。
五
九
八
＝
後
之
視
今
亦
猶
今
之
視
昔
後
之
覧
者
亦
将

有
感
於
斯
文

（
王
義
之

「蘭
亭
記
し
、
又
は
倭
七
四

一
③
④
。
六
〇
八
＝
子
獣

尋
戴
の
故
事
（蒙
求
な
ど
）。
九
九

一
＝
倭
工釜
一①
。
七
〇
七
＝
白
六
六

（古
墓

何
代
人
　
不
知
姓
与
名
　
化
作
路
傍
土
　
年
年
春
草
生
）。
七
五
五
＝
倭
六
〇
四

①
②
か
。
川
ヨ
ヨ
＝
上
旬
は
李
夫
人
や
楊
貴
妃
の
こ
と
か
昇
腿
隔
彗
。　
一‐
０

一‐

五
＝
自
二
九
九
九
盆
塁
稚
尽
成
人
　
園
林
半
喬
木
）。　
一
〇
五

一
＝
倭
二
三
五

・

白
会

○
。

三

三
八
＝
倭

二

五

・
白
三

四
四
。

〓

〓

○
＝
倭
五

三
二

②

。
自
二
七
八
七
。

〓

三

七
＝
倭
五
四
七
①
。

〓

〓
天

＝
倭

一
八
七
①
。

一
三
四

一
＝
六
〇
八
に
同
じ
。　
一
四
三
〇
＝
倭
七
七
九
③
④
。　
一
五
四
七
＝
倭

三
六
七
①

。
白
八
八
七
。　
一
六
二
七
＝
蘇
武
の
故
事
か
。　
一
六
四
四
＝
（
Ⅱ
）
の

二
〇
五
六
と
同
じ
。　
一
七
四

一
＝
倭
五
四
七
①
。　
一
人
三
八
＝
倭
四
六
三
④

・

白

一
四

一
。　
一
人
三

一
＝
倭
二
六
四
①
②
。　
一
九
二
七
＝
新
二
人
三
②
。
二
〇

二
一
＝
倭
二
四
〇
①
②
、
倭
三
五
九
①
。自
九

一
三
。
二
〇
四
〇
＝
倭

一
一
五
・

白
三
二
四
四
。
二
〇
五
四
＝
倭
六
四
。
二
〇
七
六
＝
倭

一
二
九
①
。
二
一
〇
五

＝
倭

一
八
二
①
。
二
一
五
二
＝
倭
七
七
九
③
④
。
一
≡
一八
七
＝
新
八
四
七
②
。

二
五
五
〇
＝
倭
四
〇
四
②
。
二
六
八
〇
＝
倭
七
四
二
・
白
三
〇
七
九
。
二
七
八

〇
＝
倭
五
九
〇
①
②
。
一
一八
八
三
＝
新
九
三
三
・白

一
六
二
。
二
九
三
三
＝
倭

一

九
二
③
④

・
白

一
四
五
。
二
九
六
九
＝
倭
二
六
七
。
二
九
八
八
＝
新
五
〇
三
①
。

三
〇
四
四
＝
倭
五
三

一
②

。
自
三
〇
九
八
。
三
〇
六
三
＝
倭
二
三
五
②

。
白
八

六
〇
。
三

一
四
四
＝

一
〓
一一八
に
同
じ
。
一一五

五
七
＝
倭
七
四

一
③
④

。
自
二

二
一
六
、
文
選
の

「楊
仲
武
謙
」
（播
安
仁
）な
ど
。
三
七
三
七
＝
倭

一
八
二
①
。

（註
）右
の
（Ｉ
Ｘ
Ⅱ
×
Ⅲ
）に
於
て
単
な
る
漢
数
字
は
冷
泉
為
臣
氏
編

「藤
原
定
家
全
歌

集
』
の
歌
番
号
で
あ
る
。
出
共
に
関
し
既
に
先
学
の
指
摘
あ
る
歌
番
号
に
は
右
に
傍
線

を
施
し
た
。
▽
典
拠
詩
文
の
中
で
倭
漢
朗
詠
集
と
新
撰
朗
詠
集
（各
々
「倭
」
「新
」と
の

み
表
記
し
た
）
の
詩
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
（川
口
久
雄
氏
校
注
）、
古
典
本
庫
（小
林

芳
規
氏
解
読
）
に
附
さ
れ
た
番
号
で
示
し
た
。
①
②
…
は
第
何
句
目
の
詩
句
で
あ
る
か

を
意
味
す
る
。
例
え
ば
（Ⅱ
）
の
「
三
八
三
一
＝
倭
一
一
六
①
②
」
は
定
家
の
「日
に
み

か
く
玉
き
の
み
や
の
さ
く
ら
花
春
の
光
と
う
へ
や
を
き
け
ん
」
が
上
記
の
倭
漢
朗
詠
集

の
第
一
一
六
番
目
の
詩
文
の
第
一
、
二
句

「螢
日
奎
風
　
一局
仁
千
顆
万
顆
之
玉
」
と
関

係
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
白
氏
文
集
の
篇
日
は
花
房
英
樹
氏
著

「白
氏
文
集
の
批
判
的

研
究
』
第
三
部
の
綜
合
作
品
表
（同
書
四
九
八
―
六
八
三
頁
）
の
番
号
で
代
表
さ
せ
た
。

例
え
ば
（Ｉ
）
の
「
八
一
六
＝
白
一
三
七
」
は
定
家
歌
八
一
六
番
の
典
拠
詩
文
の
篇
目
が

上
記
作
品
表
第
一
三
七
番
目
の
「新
楽
府
１３
昆
明
春
水
満
」で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
白
詩

は
続
国
訳
漢
文
大
成
本
よ
り
引
用
し
た
。
▽
（Ⅱ
Ｘ
Ⅲ
）
の
「拾
遺
愚
草
員
外
之
外
」
に

は
存
疑
歌
も
数
首
含
ま
れ
て
い
る
が
本
論
で
の
考
察
の
対
象
に
は
し
な
か
っ
た
。
鷹
三



百
五
十
一
首
は
調
査
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
あ
る
。
▽
次
の
例
に
該
当
す
る
も
の
は

（Ⅱ
Ｘ
Ⅲ
）
に
提
示
せ
ず
に
省
略
し
た
。
七
夕
伝
説
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
古
来
の
年
中

行
事
及
び
そ
れ
と
関
係
の
あ
る
伝
説
、
月
中
に
桂
樹
あ
り
と
い
う
故
事
、
雁
書
の
故
事
、

擦
衣
を
題
材
に
し
た
も
の
、
そ
の
他
、
万
葉
古
今
の
頃
か
ら
代
々
の
勅
撰
集
に
多
く
詠

ま
れ
て
歌
人
の
常
識
と
な
っ
て
い
る
内
容
を
扱
っ
た
も
の
、
字
訓
詩
よ
り
暗
示
を
得
た

字
訓
の
歌
、
漢
詩
文
の
翻
訳
語
を
含
む
歌
な
ど
。

ま
ず
（
Ｉ
）
に
於
け
る
詩
文
の
作
者
は
三
十
人
を
超
え
る
が
、
中
国
の
詩
文
を

摂
取
し
た
定
家
の
歌
数
は
本
朝
詩
文
に
基
づ
く
も
の
の
約
二
倍
に
達
し
、
前
者

の
三
分
の
二
は
自
詩
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
多
い
の
は
張
読

・

謝
観
及
び
本
朝
の
菅
三
品

。
篤
茂

。
源
順

。
保
胤
等
の
作
品
に
依
拠
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
各
々
十
首
に
満
た
な
い
。
こ
れ
を
出
典
別
に
み
る
と
、

０
倭
漢
朗
詠
集

・
０
白
氏
文
集
と
倭
漢
朗
詠
集
の
二
書

・
０
白
氏
文
集

・
０
新

撰
朗
詠
集

・
０
白
氏
文
集
と
新
撰
朗
詠
集
の
二
書

・
０
そ
の
他
の
漢
籍
に
所
収

の
詩
文
に
拠

っ
た
定
家
歌
の
比
は
大
体
、
２７
・
・８

・
８
・
５
ｏ
ｌ
ｏ
ｌ６
と
な
る
。

つ
ま
り
典
拠
詩
文
に
於
け
る
白
詩
の
優
位
は
争
え
ぬ
事
実
で
あ
る
が
倭
漢
朗
詠

集
の
存
在
も
ま
た
無
視
で
き
な
い
こ
と
が
判
然
と
し
よ
う
。
そ
し
て
典
拠
決
定

に
困
難
が
伴
な
う
の
も
こ
の
為
で
あ

っ
て
、
（
Ｉ
）
の
中
に
は
原
詩
文
↓
定
家
歌

の
受
容
過
程
を
辿

っ
た
も
の
の
他
に
、
両
者
の
間
に
①
倭
漢
朗
詠
集
等
の
詞
華

集
、
②
古
歌
、
③
源
氏
物
語
等
の
介
在
が
想
定
さ
れ
る
例
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
四
江
の
み
な
み
わ
か
葉
の
草
も
み
と
り
に
て
は
る
の
か
け
な
る
神
無
月
か

な
　
一二
〇
一
一五
し

も

イ

　

る

イ

固
こ
の
里
は
冬
を
く
露
の
か
ろ
け
れ
は
草
の
わ
か
葉
そ
春
の
色
な
る

三
二
三
八

は

「
十
月
江
南
天
気
好
　
可
憐
冬
景
似
春
華
」
傘
薦
幅
）
の
み
な
ら
ず
原
詩
の
第

三
句
「霜
軽
未
殺
事
妻
草
」
に
も
拠

っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
上
記
０

０
に
は
朗
詠
詩
句
を
媒
介
に
間
接
的
な
摂
取
を
行
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
作
品
の

方
が
多
い
の
で
あ
る
。
②
の
例
と
し
て

三
釜
〓
一が
、
ま
た
③
の
例
ど
し
て
は

０
さ
と
ひ
た
る
い
ぬ
の
こ
ゑ
に
そ
き
こ
え
つ
る
竹
よ
り
お
く
の
人
の
い
ゑ

ゐ
は
　
一二
九
四

〇
宮
は
御
馬
に
て
す
こ
し
遠
く
立
ち
給
へ
る
に
里
び
た
る
声
し
た
る
犬
ど

も
の
出
で
来
て
の
の
し
る
も
い
と
恐
ろ
し
覇
栽勅婦
に。辟紛「
囲秘晴麒牧）

○
守
家

一
大
迎
人
吠
醸
阻
奄
ご

０
竹
の
か
き
松
の
は
し
ら
は
こ
け
む
せ
と
花
の
あ
る
し
そ
は
る
さ
そ
ひ
け

る
　
工全
〓
二

〇
所
の
さ
ま
絵
に
書
き
た
ら
む
や
う
な
る
に
竹
編
め
る
垣
し
わ
た
し
て
石

の
階
松
の
柱
お
ろ
そ
か
な
る
も
の
か
ら
珍
ら
か
に
を
か
し
（薇独動
ｊ

Ｏ
石
階
ぽ
柱
竹
編
培
霜
塾
　
＊〔宇「誰雌計、ビ呼
「安鵜猷躇諄渤狛
（氏敵篠花（廂財

研「知コ緻懸多数御枷
〕

０
を
の
つ
か
ら
う
ち
を
く
ふ
み
も
月
日
へ
て
あ
く
れ
は
し
み
の
す
み
か
と

そ
な
る
　
七
八
〇

〇
紙
魚
と
い
ふ
虫
の
住
み
か
に
な
り
て
古
め
き
た
る
徴
く
さ
ゝ
な
が
ら
跡

は
消
え
ず
喩
紙鋤ｊ

Ｏ
今
日
開
看
生
壼
魚
⌒結
せ

０
も
ろ
と
も
に
め
く
り
あ
ひ
け
る
た
ひ
ま
く
ら
な
み
た
そ
そ
ゝ
く
は
る
の

“気
　　　一　ユハ
一　一ユハ

○
御
土
盃
ま
ゐ
り
て
酔
の
悲
し
び
涙
そ
ヽ
ぐ
春
の
盃
の
う
ち
と
諸
声
に
誦

じ
給
ふ
驚
独勘ｊ

Ｏ
酔
悲
濃
涙
春
杯
裏
昴
七一
ご

や
四
二
。
二
一
五

。
二
五
八

・
三
九

一
。
九
九
〇
等
が
掲
げ
ら
れ
る
。
な
お
詩



（
註
５
）

句
摂
取
の
間
接
性
に
つ
い
て
は
今
井
源
衛
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
套
語
の
間

題
も
残
る
。
例
え
ば

一
五
九

・
二
〇
五
六
に
詠
み
こ
ま
れ
た
王
質
入
仙
の
故
事

や
文
選
高
唐
賦
等
は
当
時
の
文
人
の
常
識
で
あ

っ
て
殊
更
に
原
典
を
云
々
す
る

ま
で
も
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

詩
文
を
歌
中
に
採
り
こ
む
際
の
手
法
に
目
を
転
ず
る
と
、

⑩
鳥
は
雲
は
な
は
し
た
か
ふ
色
つ
き
て
風
さ
へ
ゐ
ぬ
る
春
の
く
れ
か
た

二
九
二
一

の
如
く
、
典
拠
詩
「留
春
不
用
関
城
固
　
花
落
随
風
鳥
入
雲
」
と
対
比
し
な
け
れ

ば
理
解
に
苦
し
む
例
は
僅
少
で
あ
る
是
執
ご
。
ま
た
故
事
を

「あ
ら
は
」
に
詠

み
原
詩
文
が

「
つ
よ
く
性
に
」
聞
え
る
こ
と
を
忌
避
し
た
為
で
あ
ろ
う
、

ｍ
星
の
か
け
の
に
し
に
め
く
る
も
お
し
ま
れ
て
あ
け
な
ん
と
す
る
春
の
夜

の
空
　
一二
〇
四
三

の
如
く
、
詩
文
∩
春
夜
欲
明
　
望
牛
漢
之
西
転
し
を
直
接
翻
案
し
た
例
は
少
数

あ
る
け
れ
ど
も
、
拾
遺
愚
草
員
外
所
収
の
妻
の
歌
に
集
中
し
て
お
り
、
過
去
推

量
の
助
動
詞
３
一九
六
）、
引
用
の
意
味
を
表
わ
す
助
詞

「
と
」
２

九
〇
二
）
や

「
む
か
し
」
「も
ろ
こ
し
」
等
の
語
を
使
用
し
て
本
説
を
明
示
す
る
こ
と
も
少
な

く
、
（
Ⅱ
）
の
多
く
は
本
歌
取
で
言
わ
れ
る
隠
強
澪
に
よ
っ
て
漢
詩
文
を
摂
取
し

て
い
る
。
な
お
（
Ｉ
）
の
定
家
歌
を
四
季

・
恋

。
雑
に
三
分
し
た
時
の
百
分
比
は

６３

・
３

・
Ｍ
と
な
る
。
か
く
て
詠
歌
大
概
に
い
う

「時
節
之
景
気
」
に
重
心
が

お
か
れ
、
「
世
間
之
盛
衰
」
「物
由
」
に
は
朗
詠
集
の
雑
の
項
目
に
該
当
す
る
内

容
が
多
く
て
恋
の
占
め
る
割
合
は
と
る
に
足
ら
ぬ
も
の
と
な
り
、

「白
氏
文
集

第

一
第
二
快
」
は
朗
詠
集
等
に
収
め
ら
れ
て
人
口
に
愴
久
し
た
詩
文
で
あ
る
と

も
一亨
え
る
の
で
あ
る
。

詩
文
の
影
響
で
素
材
或
は
歌
の
内
容
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

一
見
、
禁
中
宿
直
の
体
験
、
洛
外
逍
遥
の
見
間
に
制
作
動
機
の
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
作
品
税
．・
七〓
六．
五一契
こ
に
典
拠
の
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
失
望
し
な
い

で
も
な
い
が
、
同
時
に
歌
の
世
界
に
あ
る
種
の
広
が
り
が
齊
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
義
を
認
め
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
ゞ
、

珍
し
い
題
材

。
内
容
を
扱

っ
た
例
と
し
て
前
掲
０
８
の
他
に

０
身
を
し
ほ
る
す
み
の
や
す
き
を
う
れ
へ
に
て
氷
を
い
そ
く
あ
さ
の
衣
手

一
三
六
五

〇
可
怜
身
上
衣
正
単
　
心
憂
炭
賤
願
天
寒
　
夜
来
城
外

一
尺
雪
　
暁
駕
炭

車
帳
氷
轍
霜
む

⑬
年
を
へ
て
な
れ
け
ん
み
や
の
つ
は
く
ら
め
う
ら
や
み
た
え
て
の
ち
も
い

く
春
　
一
一九

一
九

〇
宮
鴬
百
囀
愁
厭
聞
　
梁
燕
双
栖
老
休
妬
晶

こ

等
が
目
に
つ
く
け
れ
ど
も
、
Ｑ
Ｏ
は
既
述
の
如
く
源
氏
物
語
よ
り
の
移
入
で
あ

り
、
り

（に軌
鋳
忠
の

「深
山
木
を
朝
な
夕
な
に
こ
り
つ
め
て
寒
さ
を
こ
ふ
る
小

野
の
炭
焼
」
に
先
漿
ら
し
き
も
の
が
見
出
さ
れ
、
側
の
詩
句
は
広
く
流
布
し
て

い
た
新
楽
府
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
歴
史
的

・
共
時
的
に
見

て
当
時
の
歌
界
で
大
き
な
反
響
を
呼
び
お
こ
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
な
る

と
甚
だ
疑
間
で
あ
る
。
な
お
圏
側
に
関
連
し
て
附
言
す
れ
ば
、
回
は

「宮
市
為

慎
院
末
年
最
為
病
民
之
政
」
（
「蘇静
醐
講
離
〓
〓
四
頁
）
の
状
態
に
あ

っ
た
宮
市
を

批
難
し
た
詩
を
受
け
、
側
の
自
詩
は

「怨
噴
」
を
感
む
（嗣
詩
）
も
の
で
あ
る
が
、

両
首
と
も
諷
諭
詩
の
主
張
が
生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
出
の
の
杜
詩
に
対
す
る

関
係
と
同
様
に
、
断
章
取
義
的
な
摂
取
に
終

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
定
家
の
生
き

た
歴
史
社
会
的
環
境
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
当
然
で
あ
る
が
、
（
Ⅱ
）
に
於
て

二
以
上
の
詩
文
に
依
拠
し
た
も
の
は
少
な
く
、
大
部
分
は
原
詩
文
の
一
、
二
句

を
定
家

（と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
千
載
佳
句

・
倭
漢
朗
詠
集

。
新
撰
朗
詠
集
の

撰
者
た
る
維
時

・
公
任

・
基
俊
）
流
に
解
釈
し
受
容
し
て
い
る
。



続
い
て
詞

・
心
か
ら
風
情
の
問
題
に
及
び
た
い
。
石
田
吉
貞
氏
が
指
摘
さ
れ

る
如
く

分
一一導
覇
准
蒙
一の期
酸
」
）ヽ

定
家
の
歌
の
対
句
法
は
漢
詩
文
の
そ
れ
に
影
響

さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
朗
詠
詩
句

一目
別
租
時
最
億
君
」
躍
％
ご

を
念
頭

に
お
い
た
歌
は
既
に
式
子
内
親
王
集
（瑞
組
組
嶽
規
）
に
見
ら
れ
る
が
、
定
家
の

「

白
た
へ
の
色
は
ひ
と
つ
に
身
に
し
め
と
劃
則
相
の
お
り
ふ
し
は
み
つ
」
盆
響

の
如
く
体
言
の
羅
列
や
助
詞
の
省
略
に
よ
る
簡
潔
な
歌
調
⌒珊
一

三天
一面
が
篭
こ

も
漢
詩
の
詠
法
に
基
因
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
ま
た
漢
詩
の
翻
訳
語
は
早
く

か
ら
歌
合
の
場
で
も
問
題
に
な
っ
た
が

霰
械
走
わ
し
、
定
家
の

「
む
ら
さ
き
の

庭
」
ミ
ｇ
　
「冬
の
か
け
」
霊
彗

等
も

「紫
庭
」
勧
聟
犠
難
翌
）

「冬
景
」

（鋼
２
一
∝
籍
）
の
よ
う
な
詩
語
と
の
関
連
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（他
に
「雲

の
こ
ろ
も
」

「雲
の
か
け
は
し
」

「れ
い
の
声
」
「
は
こ
や
の
山
」

「春
の
色
」

「山
ま
と
」、
仏
教
方
面
か
ら
き
た

「
か
み
な
き
道
」
Ｆ
」
か
ね
の
き
し
」
「
ひ
つ

じ
の
歩
み
」
等
々
。）新
奇
な
漢
詩
的
発
想
の
表
現
が
歌
合
の
座
で
次
々
に
開
拓

さ
れ
霰
幅
器
凱
給
右．
む
、　
そ
ぅ
い
う
風
潮
の
中
で
定
家
の

「
ま
な
こ
に
み
て
る
」

是
Ю
）

「月
れ
け
て
」
塁
」

も

「紅
桜
満
眼
日
」
霜
む
　
「
月
老
」
桑
∞
゛

等
の
詩
句
か
ら
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「雲
凝
る
」
屁
。
）
に
関
し
て
は

夙
に
赤
羽
淑
氏
の
御
指
摘
が
あ
（が
だ
ヽ
次
の
例
に
於
て
も
詩
句
が
和
語
に
や
わ

ら
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
い
わ
ば
訓
読
さ
れ
た
ま
ヽ
の
形
で
歌
中
に
そ
の
痕
跡

を
留
め
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。

囮
秋
を
や
く
色
に
そ
見
ゆ
る
い
ふ
き
山
も
え
て
ひ
さ
し
き
し
た
の
お
も
ひ

も
　
一
一
一四
五

〇
焼
秋
林
葉
火
還
寒
薙
∞
ご

閲
影
ひ
た
す
水
さ
へ
色
そ
み
と
り
な
る
よ
も
の
こ
す
ゑ
の
お
な
し
わ
か
は

に
　
八

一
六

〇
春
池
岸
古
春
流
新
　
影
浸
南
山
青
滉
溢
翁
七一）

両
首
の
初
旬
に
類
似
し
た
詩
句
表
現
は

「焼
春
」
辱
Ｌ

「
焼
浪
」
⌒∝
喜
　
「
浸

天
」
礫
Ｊ

の
如
く
散
見
す
る
が
、
回
の
初
旬
で
は
原
詩
の
山
居
秋
晩
の
趣
き

を
転
じ
て
紅
葉
を
恋
心
の
比
喩
に
用
い
て
い
る
点
で
目
新
し
く
、
間
は
白
詩
の

「春
流
新
」

「青
滉
漬
」
と
い
う
表
現
と
映
発
し
あ
っ
て
新
緑
の
印
象
を

一
層

鮮
や
か
な
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
回
よ
り
十
年
前
に
光
行
が

「あ
き
を
や

ｑ
紅
葉
の
色
の
と
も
し
火
に
こ
の
下
闇
も
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
」
籍
楡
帥
維
。第献
）

と
詠
じ
て
い
る
の
で
、
前
引
Ｄ
の
場
合
と
同
様
に
、
回
閲
の
初
旬
が
時
人
の
耳

目
を
ど
れ
だ
け
各
動
さ
せ
た
か
と
い
う
点
に
な
る
と
俄
か
に
断
じ
が
た
い
の
で

あ
る
。
語
句
の
問
題
と
し
て
今

一
つ

ｍ
風
は
み
な
よ
も
の
こ
す
ゑ
を
つ
た
ひ
き
て
く
ら
き
こ
ゑ
に
も
色
そ
み
え

け
る
　
一二
九
〇

一

に
見
る
如
き
感
覚
的
に
錯
綜
し
た
表
現
が
掲
げ
ら
れ
る
。
元
来
、
漢
詩
は
字
数

の
制
約
を
う
け
る
為
に

「青
々
と
し
た
新
樹
の
林
間
を
吹
く
風
」
を

「青
嵐
」

⌒醒
獣
）
と
簡
略
に
表
わ
す
場
崎
ぼ
駐
勲
権
漱
猜
必

必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

同
様
に

「暗
夜
に
吹
く
風
」
を

「風
声
暗
」
籍
ご

と
表
現
す
る
。
虫
に

「鳴

自
暗
」
桑
⊆

と
い
ヽ
、
雨
音
に

「暗
声
」
（蟻
ご

と
い
う
。
間
の
第
四
句
は
如

上
の
漢
詩
的
な
表
現
の
影
響
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。　
コ
」
ゑ
」
に
対
応
す
る
聴

覚
的
表
現
を
予
想
す
る
読
者
の
心
は

「
く
ら
し
」
（視
覚
）
に
よ
っ
て
欺
か
れ
る

が
、
そ
こ
に
斬
新
な
印
象
の
生
れ
る
契
機
が
存
し
、
そ
れ
が
作
者
の
意
図
す
る

所
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。

舞
姿
の
形
容

「
廻
雪
」
（断
嬢
『
等「胡
）
か
ら
月
光
に
こ
と
よ
せ
て

「
雪
を
め
く

ら
す
」
と
見
立
て
た
心
を
「を
か
し
」
と
評
し
た
の
は
俊
成
（置轄臓畷稀
こ
で



あ
る
が
、
定
家
も
ま
た
、

「
ひ
と
へ
に
風
情
を
先
と
」
す
る
こ
と
に
警
告
を
発

し
な
が
ら
■
胴
規
り
、　
一
方
で

一
首
の
趣
向

。
構
想
を
漢
詩
文
に
学
ん
で
い
る
。

紺
碧
の
池
水
を
瑠
璃
の
玉
と
見
立
て
た
も
の
⌒∝
Ю
）、
「露
応
別
涙
珠
空
落
」

⌒噸
∝
ご
を
基
に
棚
機
姫
の
心
を
思
い
遣
っ
た
歌
２

・七）、
漢
詩
文
に
詠
ま
れ
た
自

然
現
象
に
よ
っ
て
構
想
を
立
て
た

「
一
ふ
し
」
あ
る
歌

癒
θ

等
が
か
な
り
詠

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
劉
昌
錫
の

「遊
糸
練
乱
碧
羅
天
」

（腋
②一
）
に
拠

っ
た

帥
く
り
か
へ
し
は
る
の
い
と
ゆ
ふ
い
く
よ
へ
て
お
な
し
み
と
り
の
そ
ら
に

見
ゆ
ら
ん
　
八
〇
九

も
、
俊
成
の
判
「
薦
雄
識
合
）
よ
り
類
推
す
れ
ば
、

「
お
か
し
」
き
作
品
と
し
て

鑑
賞
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
観
念
的
な
発
想
の
三

一
七
五

。
三
二
二
八

等
が
恰
も
写
生
歌
の
如
き
観
を
呈
す
る
の
は
、
漢
詩
文
を
通
し
て
自
然
観
照
を

行
な
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
殊
に

側
村
雨
に
花
た
ち
は
な
や
お
も
か
ら
む
に
は
ひ
そ
落
る
山
の
し
つ
く
に

三
二
一
五

は
、

「慮
橘
」
を

「花
た
ち
は
な
」
に
変
え
て

「
に
は
ひ
」
と
対
照
さ
せ
て
い

る
点
で
古
今
集
以
来
の
伝
統
的
な
表
現
を
脱
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
原
詩

「

慮
橘
子
低
山
雨
重
　
粽
欄
葉
戦
水
風
涼
」
（粕
ｔ
一）
の
清
新
な
自
然
感
情
が
よ
く

生
か
さ
れ
て
い
て
爽
快
な
感
触
を
与
え
て
く
れ
る
。

「時
節
之
景
気
」
を
効
果

的
に
摂
取
し
た
例
に
数
え
て
よ
い
。

最
後
に
定
家
の
作
品
に
於
け
る
漢
詩
文
摂
取
の
技
法
を
内
容
上
か
ら
区
分
す

る
と
次
の
如
く
な
る
で
あ
ろ
う

（前
掲
（
Ｉ
Ｘ
Ⅱ
Ｘ
Ⅲ
）
の
歌
を
詳
細
に
分
類
す

れ
ば
多
岐
に
わ
た
り
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
。
今
は
説
明
の
便
宣
上
き
わ
め
て

恣
意
的
に
下
記
三
類
に
分
け
て
み
た
）
。第

一
は
摂
取
さ
れ
た
漢
詩
文
が
単
に
歌

の

一
部
分
に
関
係
す
る
も
の
で
、
い
わ
ば
枕
詞

・
序
詞

・
成
語
的
な
役
割
を
果

す
に
す
ぎ
な
か
っ
た
り
、
歌
の
一
部
に
働
き
か
け
て
も
意
味
的
に
は

一
首
全
体

の
中
心
を
な
さ
ｔ
い
類
で
あ
る

範
畝
娠

一走
Ю
一八ギ
）ｏ
文
学
的
価
値
と
い
う
点

で
は
、　
一
首
の
表
現
が
複
雑
に
な
り
典
拠
詩
文
の
存
在
が
連
想
さ
れ
て
作
者
の

街
学
的
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
に
止
ま
り
、
重
視
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

第
二
は
側
さ
ゝ
れ
い
し
は
い
は
ほ
と
な
り
て
あ
す
か
河
ふ
ち
せ
の
こ
ゑ
を
き
か
ぬ

み
よ
哉
　
一
二
八
六

〇
淵
変
作
瀬
之
声
　
寂
々
閉
口
　
沙
長
為
巌
之
頌
　
洋
々
満
耳

⌒稀冷醸
六．頭
Ｍ）

ｍ
ち
か
し
と
も
秋
の
け
し
き
の
見
ゆ
る
哉
み
た
る
ヽ
ほ
た
る
山
の
は
の
ほ

し
　
一
一人
三
四

〇
螢
火
乱
飛
秋
已
近
　
辰
星
早
没
夜
初
長

（腋
む

や
前
掲
回
の
如
く
、
典
拠
詩
文
を
そ
の
ま
ゝ
翻
案
し
た
歌
群
で
あ
る
。
第

一
の

場
合
と
同
じ
く
本
説
の
連
想
に
よ
る
余
情
は
あ
ま
り
期
待
で
き
ず
、　
一
首
に
味

わ
い
の
あ
る
作
は
少
な
い
。
第
三
は
詩
文
の
内
容
を
受
け
て
少
し
変
化
も
し
く

は
延
長
し

一
首
の
情
趣
を
敷
術
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
価
値
の
あ

る
の
は
こ
の
第
三
類
に
属
す
る
作
品
で
あ
る
か
ら
、
以
下
そ
の
代
表
的
な
例
を

抜
奉
し
て
説
明
に
及
び
た
い
。

凶
苔
の
う
へ
に
き
の
ふ
の
紅
葉
た
き
す
て
ヽ
秋
の
は
や
く
に
誰
遊
ひ
け
む

三
四
四
九

は
、
旧
遊
を
懐
し
く
回
顧
し
て
い
る
「林
間
媛
酒
焼
紅
葉
　
石
上
題
詩
掃
緑
苔
」

⌒輩
．一一）
を
逆
に
推
量
の
形
で
受
け
て
風
流
な
遊
び
に
思
い
を
馳
せ
た
わ
け
で
あ

る
が
、　
一
一
四
六

・
三

一
五
九
や

ω
春
も
お
し
花
を
し
る
へ
に
や
と
か
ら
む
ゆ
か
り
の
い
る
の
ふ
ち
の
し
た

か
け
　
九

一
九
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○
個
帳
春
帰
留
不
得
　
紫
藤
花
下
漸
黄
昏
⌒輩
Ｊ

等
と
と
も
に
所
謂
白
楽
天
の
風
流

・
閑
適
詩
的
な
も
の
へ
の
傾
斜
を
示
し
て
い

る
。
ま
た

囲
さ
か
の
ほ
る
波
の
い
く
へ
に
し
ほ
れ
け
む
あ
ま
の
か
は
ら
の
秋
の
は
つ

風
　
一二
九
六

〇
張
博
望
之
到
牛
漢
　
訴
十
万
里
之
濤
⌒術
∝
∝
）

囲
関
の
戸
を
と
り
の
そ
ら
ね
に
は
か
れ
と
も
あ
り
あ
け
月
は
猶
そ
さ
し
け

る
　
工全
ハ
八

〇
遊
子
猶
行
於
残
月
　
函
谷
鶏
鳴
⌒壕
∞
④一）

か
ら
は
異
国
の
故
事

・
伝
説
に
描
か
れ
た
夢
幻
的
な
世
界
へ
の
憧
憬
が
窺
え
る
。

嵯
に
乗
り
河
源
を
尋
ね
て
牽
牛
織
女
の
虎
に
至
っ
た
張
驀
の
身
を
思
う
作
者
の

心
情
は
甚
だ
浪
漫
的
で
あ
り
、
俊
成
の
言
葉
を
借
れ
ば
「
ま
こ
と
に
万
里
の
波
お

も
ひ
や
ら
れ
て
は
る
か
に
こ
そ
お
ぼ
え
侍
れ
」
織
却
蹴
凱
齢
番。
）
と
ぃ
ぅ
こ
と
に
な

る
。函
谷
関
の
故
事
に
基
づ
く
側
は
、朗
詠
詩
句
の
「残
月
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
歌
中

に
詠
み
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
岩
根
を
踏
み
な
が
ら
関
路
を
越
行
く
旅
人
の
姿

を

一
層
引
立
て
ヽ
お
り
、
清
少
納
言
の
贈
答
歌
η
林
軸
致
一文癖
鉄
蘇
ご

等
に
は
み

ら
れ
ぬ
詩
的
香
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
雁
書
の
故
事
と
濤
衣
を
取
合
せ
て
蘇
武

の
妻
の
心
境
を
思
い
遣
り
ａ
喜
、
上
陽
白
髪
人
や
王
昭
君
の
身
に
な
っ
て
哀
れ

な
境
涯
を
歌
う
一
短
杷
二、
）
の
は
、枯
渇
し
た
抒
情
を
叙
事
的
要
素
で
以
て
救
お

う
と
す
る
試
み
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
如
上
の
傾
向
に
一
脈
通
ず
る
も
の
を
含
ん

で
も
い
る
。

口
霞
か
は
花
う
く
ひ
す
に
と
ち
ら
れ
て
は
る
に
こ
も
れ
る
や
と
の
あ
け
ほ

の
　
八

一
〇

こ
れ
は

「秦
城
楼
閣
鴬
花
裏
」
霧
四
崚
ｒ
。千
補
難
り

に
拠

っ
て

一
首
を
仕
立
て
た

わ
け
で
あ
る
が
、
智
巧
的
摂
取
の
段
階
か
ら
進
ん
で
や
ヽ
風
情
の
あ
る
表
現
に

ま
で
高
め
ら
れ
て
い
る
と
評
し
て
よ
い
。　
一
首
か
ら
感
得
さ
れ
る
春
曙
の
趣
き

は
正
に
王
朝
歌
人
の
理
想
と
し
た
情
調
の
一
端
を
代
表
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
深
山
の
花
を
詠
じ
た

ｍ
山
人
の
す
ま
て
い
く
世
の
い
し
の
ゆ
か
霞
に
花
は
猶
に
は
ひ
つ
ゝ

二
〇
八
〇

〇
石
床
留
洞
嵐
空
排
（罐
∝
Ｊ

或
は
自
詩
「背
燭
共
憐
深
夜
月
　
踏
花
同
惜
少
年
春
」
⌒埓

↓

を
心
に
お
い
て
春

夜
の
趣
き
を
詠
ん
だ

囲
ふ
か
き
夜
を
花
と
月
と
に
あ
か
し
つ
ゝ
よ
そ
に
そ
き
ゆ
る
は
る
の
鉦

一
五

一
〇

口
山
の
葉
の
月
ま
つ
そ
ら
の
に
は
ふ
よ
り
花
に
そ
む
く
る
は
る
の
と
も
し

火
　
一
一〇
六
九

ま
た

一
六
三
二
や

い
花
さ
か
り
む
な
し
き
山
に
な
く
さ
る
の
心
し
ら
る
ヽ
は
る
の
月
か
け

七
六
六

〇
花
明
上
売
（軽
軒
馳
九
隔
之
塵
）猿
叫
空
山
　
斜
月
螢
千
巌
之
路
⌒
〓倭
こ

に
於
て
も
同
様
で
あ

っ
て
、
全
て
春
の
花
、
月
を
題
材
と
す
る
が
、
文
字
通
り

の

「
は
な
や
か
さ
」
は
あ
っ
て
も
表
面
的
に
す
ぎ
ず
、
歌
の
背
後
に
静
け
さ

。

憂
い
。
さ
び
し
さ

。
も
の
あ
わ
れ
さ
に
似
た
響
き
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
歌
を
創
作
及
び
鑑
賞
の
両
面
か
ら
考
え
た
場
合
、
明
月
記
の
「更

叉
掌
燈
連
歌
和
歌
等
（電

及
鶏
鳴
数
声
雨
漸
済
柁
遠
路
天
明
者
不
便
之
由
被
急

出
猶
徘
徊
劉
闇
司
潮
例
司
翻
翻
ご

⌒敗
備
却
晦
効
）
か
ら
想
像
さ
れ
る
朗
詠
的
環
境

は
、
詩
句
の
知
得
を
前
提
と
す
る
新
古
今
歌
人
の
詩
文
摂
取
の
技
法
に
幸
い
し

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
同
時
に
そ
う
い
う
共
通
の
知
識
が
、

帥
ひ
と
り
き
く
む
な
し
き
は
し
に
雨
お
ち
て
わ
か
こ
し
み
ち
を
う
つ
む
こ



か
ら
し
　
一
六
五
八

ｍ
の
き
の
雨
の
む
な
し
き
は
し
を
う
つ
た
へ
の
ね
ら
れ
ぬ
夜
半
の
秋
そ
つ

れ
な
き
　
一三
二
〓

一

〇
三
秋
而
宮
漏
正
長
　
空
階
雨
滴

万
里
而
郷
園
何
在
　
落
葉
窓
深

醗
じ

等
の
鑑
賞
に
甚
だ
効
果
的
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
引
０
で
定
家

が

「
…
空
階
雨
滴
落
葉
窓
深
な
と
い
へ
る
古
き
こ
ゝ
ろ
何
と
な
く
お
も
ひ
い
て

ら
れ
て
…
…
（も
叉
お
も
か
け
あ
り
）
…
」
と
判
し
た
如
く
、
恐
ら
く
彼
と
同
時
代

の
人
々
も
ま
た
朗
詠
さ
れ
た
時
に
男
髯
す
る
愁
賦
の
面
影
が
帥
帥
の
し
み
じ
み

と
し
た

「あ
は
れ
」
な
情
趣
内
容
を
更
に
深
め
て
い
る
点
に
詩
文
摂
取
の
意
義

を
認
め
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
か
く
て
前
掲
三
十

一
首
の
例
歌
と
既
述
の
俊
成

。
定
家
の
漢
詩
文
受
容
に
関
す
る
理
論
と
を
勘
合
す
る
な
ら
ば
、
定
家
が
詩
文

摂
取
に
際
し
て
企
図
し
た
点
は
自
か
ら
明
ら
か
に
な
る
筈
で
あ
る
。
（
Ｉ
）
に
於

て
彼
の
表
現
し
よ
う
と
し
た
気
分
情
調
は
主
に
閑
雅

。
憂
愁

・
哀
寂
と
評
さ
れ

る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
漢
詩
文
を
採
り
入

れ
て
具
象
的
客
観
的
な
情
景
描
写
の
う
ち
に
そ
れ
を
象
徴
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
殊
に
囲
ｌ
ｍ
並
び
に
（Ｉ
Ｘ
Ⅱ
Ｘ
Ⅲ
）
の
中
で
秀
逸
と
目
さ
れ
る
作
品

の
大
半
が

「時
節
之
景
気
」
に
関
す
る
絵
画
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
支
え
ら
れ
て
い

る
の
も
、
ま
た
詩
文
の
出
典
が
朗
詠
詩
句
を
中
心
と
す
る
古
典
的
教
養
の
世
界

を
幾
許
も
出
な
い
の
も
如
上
の
詩
法
故
で
あ

っ
て
、
歌
人
共
有
の
漢
詩
文
以
外

に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
は
詩
語
の
構
成
す
る
映
像
の
客
観
性
消
失
を
意
味
し
、

定
家
の
創
り
出
し
た
詩
法
が
不
成
功
に
終

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

っ
た
。
彼
の

和
歌
に
於
け
る
詩
文
の
影
響
は
、
詞
か
ら
心
へ
、
智
的
趣
向
等
か
ら
風
韻
の
摂

取
へ
と
内
面
的
に
深
ま
り
を
見
せ
つ
つ
多
方
面
に
わ
た
る
け
れ
ど
も
、
要
点
は

右
に
尽
き
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
は
（
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｘ
Ⅲ
）
を
中
心
に
定
家
の
歌
を

一
括
し
て
論
じ
た
の
で
あ
る

が
、
（
Ⅱ
）
の
作
品
を
制
作
年
代
順
に
通
観
す
る
と
、
文
治
期

・
建
久
期

。
正
治

―
建
暦
期

・
建
保
期

・
承
久
期
各
々
の
歌
数
の
比
率
は
（
Ｉ
）全
体
を
百
と
し
た

時
に
大
体
１４

・
４．

．
１０

。
■

・
７
と
な
り
残
り
は
初
学
期
と
晩
年
に
分
散
し
て

い
る
。
建
久
期
の
作
品
だ
け
で
四
割
を
占
め
、
建
久
期
の
良
経
邸
歌
壇
の
特
質

を
第

一
に
漢
詩
的
環
境
に
認
め
ら
れ
た
藤
平
春
男
氏
の
御
論
考
（と「維
畝
錮
勉
「
輌

雛
紋
詳
）
が
興
味
深
く
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
文
治
期
の
も
の
を
合

わ
す
と
所
謂
達
磨
歌
時
代
の
漢
詩
文
受
容
歌
は
（
Ⅱ
）
の
過
半
数
に
達
し
、
詩
文

摂
取
に
対
す
る
こ
の
時
代
の
定
家
の
意
欲
が
如
何
に
旺
盛
で
あ

っ
た
か
を
教
え

て
く
れ
る
。
前
引
口

象
備
）
・
田
⑩
例

⌒達
鰺

。
開

⌒襲
払
）
。
関
簡

嬢
核
）
。

い

程
欲
）
。
田

⌒娘
核
）
の
如
き
注
目
す
べ
き
作
品
は
全
て
こ
の
新
風
形
成
期
の

所
産
で
あ
る
。
し
か
し
量
的
に
は
と
も
か
く
、
質
的
に
は
回

桑
鰺

。
Ｍ
醸
撃

。
例
口

轟
笹

・
田

羅
撃

。
開

⌒薄
鰺

・
制

象
鰺

や

一
九
六
三

轟
き

。

一
四
三
七

⌒頑
嫁
）
が
示
す
如
く
、
詩
文
摂
取
に
よ
る
新
境
地
開
拓
の
試
み
は
晩

年
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
試
行
の
跡
を
年
代
順
に
微
視

的
に
眺
め
た
時
に
如
何
な
る
変
化
が
認
め
ら
れ
る
か
、
そ
れ
は
彼
自
身
の
歌
論

・
歌
風
の
変
遷
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
、
（
Ⅱ
）
を
中
心
に
見
た
作

品
が
新
古
今
新
勅
撰
両
集
で
優
遇
さ
れ
な
い
の
は
何
故
か
等
々
残
さ
れ
た
問
題

は
多
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
良
経
邸
に
集

っ
た
歌
人
達
の
漢
詩
文
受
容
の
実
態

が
追
究
さ
れ
ぬ
限
り
本
稿
で
述
べ
た
定
家
の
詩
文
摂
取
に
関
す
る
特
色
も
意
味

を
な
さ
な
く
な
る
。
（
Ｉ
Ｘ
Ⅱ
Ｘ
Ⅲ
）
の
作
品
の
内
実
に
迫

っ
た
考
察
も
要
請
さ

れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
別
の
機
会
を
得
た
い
と
思
う
。

（註
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
学
大
学
院
学
生
）

１
萩
谷
朴
氏
編
著

「平
安
朝
歌
合
大
成
」
第
五
巻
の
一
五
二

頁
下
段
九
行
日
の
こ
と
、

以
下
同
じ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

九
頁
下
段
に
つ
づ
く
）




